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サーブレシーブ･･･ではありません。 
見た目よりも難しい生たまごキャッ 
チ。投げる相棒のコントロールも重 
要です。 

宝さがしは大人も子 
供もみんなライバル。 
お宝もプラモデルか 
らビールまでさまざ 
ま。時間終了になっ 
ても会場から離れら 
れない人も居ました。 

町民スポーツ祭でおなじみのボー 
リング。今度は雪の上で、子供か 
ら大人までみんな参加。子供がビ 
ールに当たってもがっかりしませ 
ん。ぷれっその商品券のボーナス 
が付いていたら大当たり。 

モービル列車は子供 
に大人気。１回だけ 
じゃもの足りず、何 
度も順番待ちをして 
いました。ゴムチュ 
ーブに座るのが難し 
い人には、ソリの列 
車もあります。 

会場の正面ステージとなった 
商工会青年部の雪像。横は滑 
り台になっていて、開催中は 
子供達がゴムチューブのソリ 
遊びに夢中でした。 

12月のサンタフェスティバルで来町し、 
一躍人気者となった大道芸人のマッキー 
さん。子供も大人も繰り出す芸に視線が 
釘付け。最後にはおなじみの風船アート 
をみんなに教えてくれました。 

会場にはつきたてのモチや 
カモ鍋、ポップコーンなど 
の嬉しい無料サービスもあ 
りました。カモ鍋は寒い冬 
に外で食べるとまた格別の 
うまさ。サービスの時間が 
始まると、あっという間に 
鍋が空っぽになりました。 
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町
観
光
協
会
が
主
催
す
る
「
雪
も
の
が
た
り
２
０
０

１
」
が
、二
月
十
七
日
〜
十
八
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

道
の
駅
特
設
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
昨
年
暮
れ
ま
で
は
雪
も
ほ
と
ん
ど
な
く
暖
冬
と
い
う

予
報
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
月
に
入
っ
て
か
ら
は
一
転

し
て
雪
の
毎
日
と
な
り
、
会
場
と
な
っ
た
道
の
駅
周
辺

に
も
た
く
さ
ん
の
雪
が
積
も
り
ま
し
た
。 

　
今
年
の
来
場
者
数
は
三
千
五
百
人
。
会
場
に
は
恒
例

と
な
っ
た
巨
大
な
雪
像
が
三
体
と
、
好
評
に
よ
り
昨
年

以
上
に
数
を
増
や
し
た
灯
ろ
う
が
完
成
し
、
道
の
駅
を

訪
れ
た
お
客
さ
ん
を
出
迎
え
ま
し
た
。
連
日
続
い
た
雪

の
た
め
天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
土
曜
日
の
午
後

か
ら
は
雲
が
切
れ
、
お
昼
か
ら
花
火
が
始
ま
る
ま
で
天

候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
二
日
目
の
日
曜
日
に
は
十
二
月

以
来
久
し
ぶ
り
の
小
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
サ
ン
タ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
人
気
と
な
っ
た
大
道
芸
が
始
ま
る
頃

に
は
た
く
さ
ん
の
見
物
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。
各
種
イ

ベ
ン
ト
も
ユ
ー
モ
ア
と
笑
い
が
あ
ふ
れ
、
二
十
一
世
紀

最
初
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
ど
お

り
に
元
気
の
出
る
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。 

道の駅の正面でみんなを出迎えて 
くれたドラえもん（右）は、ぷれ 
っそのみなさんが作ってくれまし 
た。ウルトラマン（下）は口が滑 
り台の出口になっていて、イベン 
ト会場では子供達が大喜び。湯楽 
里のみなさんによる力作です。 

土曜日の凧づくり教室で作った 
凧や自前の凧を持ち寄り、思い 
っきり高くあげた凧あげ大会。 
和風や洋風、連ダコなどが大空 
を彩りました。 

スノーモービル試乗は若い人 
たちに大人気。１メートル以 
上ある雪の上を、冷たい風に 
も負けずスピードを楽しんで 
いました。 

すっかりお馴染みとなった 
冬の花火。夜にはこれを楽 
しみにしていた大勢のお客 
さんが、道の駅に集まりま 
した。 

道の駅駐車場をぐるりと囲んだ灯ろう。 
幻想的な景色に町外から訪れたお客さん 
からも感嘆の声が。 

昨年11月に完成したばかり 
の遊具。雪ものがたり会場 
で初めて子供達の前にお目 
見え。雪が溶けたら芝生の 
上で思い切り遊べるように 
なります。 
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雪
上
野
球
は
、
こ
れ
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ひ
る
ど

き
日
本
列
島
」
や
、
Ａ
Ａ
Ｂ
「
旅
サ
ラ
ダ
」
な
ど

で
そ
の
模
様
が
紹
介
さ
れ
、
全
国
的
に
有
名
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
年
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
に
よ
り
、
な

ん
と
た
け
し
軍
団
が
来
町
し
て
の
挑
戦
試
合
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
、
地
元
ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を

主
体
と
す
る
「
な
め
ん
な
よ
ー
」
チ
ー
ム
（
吉
村

明
宏
監
督
）
と
の
対
戦
で
行
わ
れ
、
軍
団
チ
ー
ム

か
ら
は
ジ
ョ
ー
ク
と
ひ
ょ
う
き
ん
プ
レ
ー
が
続
出

し
、
ま
た
吉
村
監
督
か
ら
は
切
れ
間
な
く
ゲ
キ
や

ヤ
ジ
が
飛
び
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
約
二
千
人
の

お
客
さ
ん
か
ら
は
し
き
り
に
笑
い
と
拍
手
が
起
こ

っ
て
い
ま
し
た
。

試
合
内
容
は
、
初
回
に
連
続
ヒ
ッ
ト
で
二
点

を
先
制
し
た
地
元
な
め
ん
な
よ
ー
チ
ー
ム
が
、
そ

の
後
も
着
実
に
得
点
を
重
ね
、
最
終
回
に
一
点
差

ま
で
詰
め
寄
っ
た
軍
団
チ
ー
ム
を
見
事
に
押
さ

え
、
五
対
四
で
勝
ち
ま
し
た
。
試
合
終
了
後
に
は
、

敗
者
の
軍
団
チ
ー
ム
に
罰
ゲ
ー
と
し
て
裸
の
ベ
ー

ス
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
課
せ
ら
れ
る
な
ど
、
最
後
ま
で

笑
い
の
絶
え
な
い
冬
の
野
球
対
決
で
し
た
。

な
お
、
試
合
の
模
様
は
、
四
月
十
四
日
（
土
）

午
後
二
時
か
ら
Ａ
Ｋ
Ｔ
で
、
ま
た
四
月
中
に
は
フ

ジ
テ
レ
ビ
系
で
全
国
放
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
詳
し
い
情
報
は
来
月
号

で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

東
由
利
の
冬
季
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
お
な
じ
み
の
秋
田
県
選

抜
雪
上
野
球
大
会
が
二
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
、
全
県
各

地
か
ら
参
加
し
た
十
二
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
熱
戦
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
時
お
り
吹
雪
模
様
と
な
る
厳
し
い
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
の
中
、
雪
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
懸
命
に
ボ
ー
ル
を
追

う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
東
由
利
町
）

準
優
勝
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
（
秋
田
市
）

た
け
し
軍
団
悪
戦
苦
闘
の
雪
上
野
球
！

なめんなよー（東由利町選抜チーム）

▲吉村さんの作戦指示が飛ぶベンチ

▲雪の中、各チームとも大奮闘

▲名物のヘッドスライディング

第10回記念
秋田県選抜雪上野球大会

ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
堂
々
７
度
目
の
Ｖ

たけし軍団たけし軍団 たけし軍団 
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年齢に応じて一律に給付が増加する現行の
給付日数体系が見直され、定年退職者など離
職前からあらかじめ再就職の準備ができるよ
うな人には、「一般の離職者」として給付日
数を付与する一方で、再就職の準備を行う時
間的余裕なく「倒産、解雇等により離職した
人」に対する給付日数を重点化します。具体
的には右の表のとおりとなります。

基本手当を受給中に就職した場合に支給さ
れる「再就職手当」。現行では、所定給付日
数及び支給残日数の区分に応じた支給額にな
っていますが、改正後は、基本手当の支給残
日数の３分の１に相当する日数分の額になり
ます。

現在、短時間労働者や登録型派遣労働者の人が雇用保険の被
保険者となるためには、①１週間の所定労働時間が20時間以上
②１年以上引き続き雇用されることが見込まれること③年収
90万円以上であると見込まれること･･･の要件を満たしている
ことが必要ですが、今後は、この適用基準から③が廃止され、
被保険者の幅が広がります。また、登録型派遣労働者が短期の
派遣を繰り返す場合にも適用対象となることを、適用基準の上
で明確化することとなっています。

雇用保険の受給手続きのお問い合わせはハローワーク本荘へ（� 22－3421 ）
ハローワーク・インターネットサービスもご利用ください。http://www.hellowork.go.jp/

基本手当の支給日数が、離職理由
によって異なるようになります

再就職手当の支給額の計算方式が
変わります

パートタイム労働者や登録型派遣労働者に対す
る適用が拡大されます

●一般の離職者に対する給付日数 
被保険者であった 

期間 区　分 

一 般 被 保 険 者  

5年未満 20年以上 5年以上 
10年未満 

10年以上 
20年未満 

90日 120日 150日 180日 

●倒産・解雇による離職者に対する給付日数 
被保険者であった 

期間 区　分 

30歳未満 
30歳以上45歳未満 
45歳以上60歳未満 
60歳以上65歳未満 

1年未満 20年以上 1年以上 
5年未満 

5年以上 
10年未満 

10年以上 
20年未満 

90日 

90日 
90日 
180日 
150日 

120日 
180日 
240日 
180日 

180日 
210日 
270日 
210日 

－ 
240日 
330日 
240日 

改正後の所定給付日数 

※パート労働者の方や障害者等の就職困難者には、別途、日数が規定されています。

寒
さ
も
積
雪
も
一
番
き
つ
い
の
が

毎
年
二
月
で
す
が
、
今
年
は
一
月
の

マ
イ
ナ
ス
十
一
度
が
最
低
で
、
積
雪

は
二
月
の
百
二
十
四
セ
ン
チ
が
最
高

で
し
た
。
東
由
利
町
防
災
計
画
で
は
、

積
雪
百
五
十
セ
ン
チ
を
超
え
た
ら
豪

雪
対
策
本
部
を
設
置
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
積
雪
量
で
は
ま
だ

多
少
の
余
裕
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
当
初
予
定
し
て
い
た
除
雪
費
は
底
を
つ

き
、
予
算
の
増
額
補
正
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

峠
は
越
え
た
よ
う
で
す
が
、
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

は
大
難
儀
を
し
ま
し
た
。
朝
三
時
に
は
起
き
出
し

て
七
時
ま
で
に
は
延
長
百
十
一
キ
ロ
の
国
道
・
県

道
・
町
道
の
完
全
除
雪
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
日
中
は
見
通
し
を
確
保
す
る
た
め
、
雪
の
壁

を
崩
し
た
り
も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
活

躍
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
す
。
春
ま
で
あ
と
少
し
、

も
う
一
頑
張
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
き
つ
い
二
月
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
、
除

雪
の
み
な
ら
ず
今
年
も
色
々
な
取
り
組
み
が
さ
れ

ま
し
た
。
建
国
記
念
の
日
に
あ
た
る
十
一
日
に
は

全
町
綱
引
き
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
小
学
生
の

部
・
女
性
の
部
も
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
の

名
誉(

？)

に
か
け
て
太
い
綱
を
引
っ
張
り
合
い
ま

し
た
。
単
純
な
が
ら
な
か
な
か
の
運
動
量
で
す
。

私
も
自
治
会
の
一
員
と
し
て
参
加
し
、
結
果
は

三
部
の
優
勝
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
都
合

五
回
綱
を
引
っ
張
っ
た
こ
と
に
な
り
、
日
ご
ろ
の

運
動
不
足
で
次
の
日
に
は
体
の
あ
ち
こ
ち
が
ぴ
り

ぴ
り
し
た
こ
と
で
し
た
。

十
八
日
に
は
雪
も
の
が
た
り
２
０
０
１
が
あ
り

ま
し
た
。
前
夜
祭
で
、
道
の
駅
一
帯
に
作
ら
れ
た

ミ
ニ
雪
灯
籠
の
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
は
、
降
る
雪
の
中

た
い
そ
う
幻
想
的
で
し
た
し
、
恒
例
と
な
っ
た
花

火
も
き
れ
い
な
も
の
で
し
た
。
後
半
に
は
雪
が
激

し
く
な
り
、
花
火
が
霞
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
が
、

ま
た
そ
れ
が
よ
か
っ
た
と
い
う
声
も
あ
り
、
人
そ

れ
ぞ
れ
の
感
慨
で
楽
し
ん
で
く
れ
た
よ
う
で
し

た
。ま

つ
り
本
番
は
あ
い
に
く
の
小
雨
に
な
り
、
口

の
悪
い
人
に
は
『
雨
祭
り
』
と
言
わ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
八
塩
元
気
ク
ラ
ブ
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
や
商
工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん
・
黄
桜
の
里
・
ぷ

れ
っ
そ
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
も
あ
り
、
い
い
お
祭

り
と
な
り
ま
し
た
。
ご
苦
労
に
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

二
十
五
日
に
は
東
由
利
を
お
も
し
ろ
く
す
る
会

主
催
の
「
第
十
回
秋
田
県
選
抜
雪
上
野
球
大
会
」

が
勤
労
者
野
球
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
通
算
で
は

二
十
回
以
上
に
も
な
る
会
で
す
。
始
ま
り
は
秋
田

市
が
会
場
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
雪
不
足
の
問
題

が
あ
り
、
我
が
町
で
の
開
催
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
今
年
は
町
内
外
か
ら
十
二
チ
ー
ム
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
積
雪
一
メ
ー
ト
ル
は
十
分
に

あ
る
野
球
場
を
、
硬
式
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
て
大
汗
を
か
い
て
お
り
ま
し
た
。

昨
年
は
こ
れ
が
ユ
ニ
ー
ク
で
面
白
い
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ

が
お
昼
に
全
国
放
映
し
た
り
、
民
放
が
と
り
あ
げ

た
り
と
、
お
も
し
ろ
く
す
る
会
の
皆
さ
ん
も
そ
の

対
応
に
大
難
儀
を
し
た
こ
と
で
し
た
。

今
回
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
た
け
し
軍
団
が
チ
ー
ム

を
組
ん
で
、
東
由
利
チ
ー
ム
と
対
戦
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
第
十
回
大
会
が
終
わ
っ
て

か
ら
会
場
を
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
し
て
試
合
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
た
け
し
軍
団
が
来
る
と
い
う
こ

と
で
、町
外
か
ら
も
大
勢
の
フ
ァ
ン
が
押
し
か
け
、

準
備
し
た
駐
車
場
も
満
杯
と
い
う
賑
わ
い
で
あ
り

ま
し
た
。
あ
い
に
く
、
吹
雪
い
た
り
も
し
ま
し
た

が
、
多
少
の
テ
レ
ビ
用
の
演
出
も
交
え
、
大
ま
じ

め
に
汗
を
か
い
て
一
同
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

雪
は
生
活
の
か
た
き
と
い
う
思
い
も
強
く
あ
り

ま
す
が
、
雪
だ
か
ら
こ
そ
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
で
す
。
あ
と
も
う
少
し
雪

と
の
格
闘
が
続
き
ま
す
。
体
に
気
を
つ
け
て
頑
張

り
あ
い
ま
し
ょ
う
。



二
月
十
一
日
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

の
綱
引
き
競
技
が
町
民
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
祭
の
最
終
種
目
を
飾
る

こ
の
競
技
、
綱
を
引
く
手
に
力
が
こ

も
り
、
周
り
で
選
手
を
励
ま
す
応
援

者
も
精
一
杯
声
を
張
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

今
年
の
綱
引
き
参
加
チ
ー
ム
は
、

男
子
の
部
十
六
チ
ー
ム
、
女
子
の
部

六
チ
ー
ム
、
小
学
生
の
部
が
四
チ
ー

ム
。
優
勝
チ
ー
ム
は
男
子
の
部
が
時

雨
山
、
女
子
の
部
が
蔵
Ａ
、
小
学
生

の
部
が
蔵
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し

た
。
綱
を
引
き
終
え
た
参
加
チ
ー
ム

か
ら
は
、
選
手
の
顔
に
疲
労
と
満
足

感
の
混
じ
っ
た
笑
い
が
あ
ふ
れ
、
冬

季
ス
ポ
ー
ツ
祭
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

【
男
子
の
部
】

優
勝：

時
雨
山
、
準
優
勝：

蔵
新
田

Ｂ
、
第
三
位：

横
渡
、
大
琴
Ａ

【
女
子
の
部
】

優
勝：

蔵
Ａ
、
準
優
勝：

蔵
新
田
Ｂ
、

第
三
位：

横
渡
、
小
倉

小
学
生
の
部

優
勝：

蔵
、
準
優
勝：

大
琴
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各種目ごとの成績
6月18日【トラック＆フィールド】
�総合優勝：蔵　�準優勝：下通
�第３位：大琴
8月27日【ゲートボール】
�優勝：大琴　�準優勝：湯出野
�第３位：袖山
10月９日【グラウンドゴルフ】
�優勝：大琴　�準優勝：新町
�第３位：蔵

【ペタンク】
�優勝：蔵新田　�準優勝：蔵
2月11日【綱引き(男子)】
�優勝：時雨山　�準優勝：蔵新田Ｂ

【綱引き(女子)】
�優勝：蔵Ａ　�準優勝：蔵新田Ｂ

今
年
で
七
年
目
と
な
る
東
由
利
町
ス
ポ
ー
ツ
祭
、
六
月
か
ら
年

四
回
に
わ
た
り
行
わ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
二
月
十
一
日
の
綱
引
き

を
も
っ
て
す
べ
て
の
種
目
が
終
わ
り
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
度
の

総
合
結
果
速
報
を
今
回
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
一
年
間
各
競
技

に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

総 合 成 績 発 表
優　勝　大琴自治会

準優勝　蔵自治会
第3位　蔵新田
第4位　横渡
第5位　下通
第6位　新町
第7位　時雨山

第 8位　袖山
第 9位　石高
第10位　岩舘
第11位　高下屋
第12位　祝沢･茂沢

最
終
種
目
の
優
勝
は

男
子
時
雨
山
、
女
子
蔵
Ａ

大 吹 川  

地下ノ沢 

葎 沢  

向 田  

高 下 屋  

時 雨 山  

田 代  

石 高  

袖 山  

下 小 路  

宇 戸 坂  

舘 西  

五 海 保  

山 崎  

久 保  

松 柴  

舘合新田 

須 郷 田  

新 町  

横 小 路  

上 通  

中 通  

下 通  

湯 出 野  

寺 田  

茂沢･祝沢 

横 渡  

岩 舘  

蔵 

蔵 新 田  

宮 ノ 前  

野 田  

新 処  

十二ノ前 

桂 台  

小 倉  

高 村  

大 琴  

舟 木  

宿 

黒
　
渕 

田
　
　
代 

舘
　
　
　
　
　
　
合 

老
　
　
　
　
　
方 

蔵 

法
　
　
　
内 

宿 

トラック＆ 
フィールド 

ゲート 
ボール 

グラウンド 
ゴルフ 

ペタンク 綱引き 合　計 順　位 
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27 
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東由利町スポーツ祭  得点一覧 

▲�選手と応援が一体となって
綱を引きます



施設名称 オープン 概　　　要 
センターハウス 
オートキャンプ場 
パークゴルフ場 
野 外 広 場  
ワンパク広場 
駐車場・トイレ 

平成12年 

〃 

平成13年 

平成11年 

〃 

〃 

売店、シャワー、ランドリー等 

30区画、炊事棟付 

14,900�、18ホール 

約11,000�、野外ステージ付 

約2,800� 

242台、2棟 

施設整備の概要 
平成8年～平成12年 

  

シ
ー
ズ
ン
の 
  

　
に
ぎ
わ
い
に
期
待 

　
昨
年
12
月
、
八
塩
い
こ
い
の
森
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
工
事
が
完
成
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
一
連
の
整
備

は
終
了
し
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
全
施
設

が
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、こ
の
後
、

春
に
雪
が
溶
け
て
か
ら
芝
の
養
生
を

行
い
、
活
着
状
況
を
み
て
７
月
頃
に

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。 

　
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
と
こ
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

は
、
今
後
町
の
観
光
拠
点
施
設
と

し
て
多
く
の
利
用
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 

　
コ
ー
ス
は
２
コ
ー
ス
、
全
18
ホ
ー

ル
。最
長
ホ
ー
ル
95
メ
ー
ト
ル
、最
短

20
メ
ー
ト
ル
、
総
延
長
８
０
０
メ
ー

ト
ル
、
パ
ー
66
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

7 広報ひがしゆり　13.3.1
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名
前
の
由
来
は

「
呼
び
や
す
い(

呼
ば
れ
や
す
い)

名
前
に
し

よ
う
と
考
え
て
『
り
ょ
う
』
と
い
う
読
み

を
選
び
、
名
前
に
好
き
な
漢
字
を
あ
て
た

そ
う
で
す
」

ど
ん
な
子

「
甘
え
ん
坊
で
き
か
ん
坊
で
す
。
好
奇
心
旺

盛
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
興
味
を
示
し
ま

す
が
、
飽
き
っ
ぽ
い
面
も
あ
り
ま
す
」

最
近
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

「
歯
が
丈
夫
な
の
は
嬉
し
い
の
で
す
が
、
木

の
家
具
を
か
じ
る
へ
ん
な
ク
セ
が
あ
り
ま

す
。
ソ
フ
ァ
ー
の
ひ
じ
掛
け
や
ベ
ビ
ー
ベ

ッ
ド
の
柵
な
ど
に
、
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
形
が

つ
い
ち
ゃ
っ
て(

笑)

」

将
来
は
ど
ん
な
人
に

「
他
人
を
思
い
や
れ
る
優
し
い
子
、
そ
し
て

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
強
い
子
に
な
っ
て
欲

し
い
と
お
母
さ
ん
が
話
し
て
い
ま
し
た
」

小野怜太くん（横渡）
（１歳）

お父さん：幸弘さん
お母さん：祥子さん二

月
六
日
、
八
塩
小
学
校
茶
道
ク
ラ
ブ
の
子
供
た
ち

が
、
高
齢
者
の
方
々
に
自
分
た
ち
の
お
茶
を
味
わ
っ
て
も

ら
お
う
と
い
ち
ょ
う
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
学
校
の
必
修
ク
ラ
ブ
で
毎
週
火
曜
日

に
お
茶
を
習
っ
て
お
り
、
人
前
で
実
演
し
た
の
は
初
め
て

と
の
こ
と
。
ふ
る
ま
う
相
手
が
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
て
い
る

と
い
う
慣
れ
な
い
状
況
で
し
た
が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
是
非
お
い
し
い
お
茶
を
飲
ん
で
も
ら
お
う

と
、真
剣
な
様
子
で
お
茶
や
お
菓
子
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

「
見
た
目
よ
り
も
心
が
大
事
。
一
連
の
動
作
に
礼
を
学
ん

で
欲
し
い
」
と
、
学
校
で
お
茶
を
教
え
て
い
る
五
十
嵐
惠

美
子
さ
ん(

上
通)

は
話
し
て
い
ま
し
た
。

い
ち
ょ
う
館
で
お
点て

前ま
え
披
露

お話し：洋子（祖母）さん

八
塩
小
茶
道
ク
ラ
ブ

国勢調査集計結果速報

東由利町の総人口は4,860人（平成12年10月1日調査）
昨年10月に行われた「国勢調査」における、秋田県の集計速報が公表されました。

平　成　12　年 平　成　7　年 比　　　　　較 
人　　　口 人　　　口 増　減　数 増　減　率 

総数 男 女 総数 人口 世帯数 人口 世帯数 男 女 
世帯数 世帯数 

東由利町 
由利郡 
本荘市 
秋田市 
秋田県 

4,860 
77,467 
45,722 
317,563 
1,189,215

2,345 
37,129 
21,912 
151,872 
564,473

2,515 
40,338 
23,810 
165,691 
624,742

1,315 
21,457 
15,338 
122,957 
389,214

5,252 
80,638 
45,108 
311,948 
1,213,667

2,541 
38,747 
21,421 
149,256 
577,535

2,711 
41,891 
23,687 
162,692 
636,132

1,340 
21,173 
13,945 
115,050 
374,821

－392 
－3,171 
614 
5,615 

－24,452

－25 
284 
1,393 
7,907 
14,393

－7.46% 
－3.93% 
1.36% 
1.80% 

－2.01%

－1.87% 
1.34% 
9.99% 
6.87% 
3.84%

�
緊
張
し
な
が
ら
も
真
心
は
伝

わ
り
ま
す
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仕事もプライベートも充実しているという成記くん。料
理上手なお母さんのおかげで、ちょっと大食いになってし
まったとか。高校時代は野球部に所属するかたわら友達と
バンドもやっていたという、いろんなことに興味を示すア
クティブ派。現在は夏は400㏄のバイクでツーリング、冬は
スノーボードをやっているそうです。また今後、大型や大
型特殊の免許もとってみたいとのこと。そんな彼ですが、
自分のことをマイペースで特技やこだわりもない普通人と
話しています。
落ち着いた感じの、ちょっとニヒルな成記くんでした。

黒渕　佐　藤　成　記さん（21）

全
校
児
童
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮

二
月
七
日
、
大
琴
小
学
校
で
特
別
活
動
行
事
の
雪
像

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
琴
小
学
校
で
は
六
学
年
を
縦
割
り
に
し
た
五
つ
の

グ
ル
ー
プ
で
年
間
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
回

は
こ
の
グ
ル
ー
プ
毎
に
冬
の
季
節
を
活
か
し
た
グ
ル
ー

プ
創
作
活
動
。
前
日
に
み
ん
な
で
集
め
た
雪
像
用
の
雪

を
、
当
日
の
三
校
時
か
ら
お
昼
に
か
け
て
、
雪
に
反
射

す
る
陽
光
に
目
を
細
め
な
が
ら
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

校
長
先
生
が
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
作
品
を

完
成
さ
せ
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
で

述
べ
た
と
お
り
、
で
き
あ
が
っ
た
雪
像
は
ど
れ
も
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
た
す
ば
ら
し
い
作
品
と
な
り
ま
し

た
。

大
琴
小
学
校
雪
像
大
会

�
僕
ら
の
雪
像
が
一
番
だ
よ

ま
ご
こ
ろ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
あ
り
が
と
う

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

下
郷
分
校
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
行
わ

れ
て
お
り
、
以
前
は
一
人
暮
ら

し
老
人
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
実

施
し
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
雪
の
降
る
寒
い
中
で

し
た
が
、
作
業
に
あ
た
っ
て
い

た
男
子
生
徒
の
中
に
は
、
暑
さ

の
た
め
防
寒
具
を
脱
ぎ
、
額
に

汗
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
が
ん
ば

っ
て
い
る
人
も
居
ま
し
た
。

本
荘
高
校
下
郷
分
校

蔵
む
ら
の
冬
ま
つ
り
っ
コ

二
月
四
日
、
蔵
分
館
が
主
催
す
る
「
第
二
十
四
回

蔵
む
ら
の
冬
ま
つ
り
」
が
大
蔵
館
と
そ
の
周
辺
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
の
ま
つ
り
で
は
そ
ば
打
ち
教
室
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
慎
重
な
様
子
で
初
め
て
の
手
打
ち
に
挑
戦
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
凧
あ
げ
や
餅
つ
き
、

以
前
昔
語
り
な
ど
で
紹
介
し
た
石
渡
力
造
さ
ん
の
紙
芝

居
、
お
父
さ
ん
た
ち
お
待
ち
か
ね
の
地
酒
試
飲
な
ど
が

行
わ
れ
、
参
加
し
た
人
た
ち
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
な
イ
ベ
ン

ト
で
冬
の
ひ
と
と
き
を
満
喫
し
ま
し
た
。

蔵
分
館
で
は
、
春
の
運
動
会
、
夏
の
魚
釣
り
教
室
、

秋
の
管
外
研
修
、
そ
し
て
冬
の
こ
の
ま
つ
り
と
、
一
年

を
通
し
て
四
季
に
親
し
む
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

蔵
　
　
分
　
　
館

�
初
め
て
打
つ
そ
ば
に
は
愛
情
が

こ
も
り
ま
す

二
月
十
五
日
、
本
荘
高
校
下
郷
分
校
の

生
徒
達
が
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
宅
の

�
仲
間
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
高
校
生
活
の
思
い
出
に
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本荘市から

アトリオン室内オーケストラ
メンバーによる室内楽の午後

3月18日(日) 14：00
本荘ボートプラザ・アクアパル
一般　1,000円（会員は800円）
中学生以下　500円

本荘ボートプラザ・アクアパル　�２２－５６１１

おとなり情報
～本荘由利の催物などを紹介します～

スキー子どもの日
3月18日(日) 9：00～21：00
鳥海オコジョランドスキー場

第３日曜日、中学生以下のリフト券を終日無料
鳥海オコジョランドスキー場　�５８－２９３２

鳥海町から

仁賀保町から

春休みおもしろサイエンス
�実験教室「手作り望遠鏡」
3月24日(土) 10：00、13：00
フェライト子ども科学館

対象　小学３年生～中学１年生
�移動科学教室

3月22日(木) 9：00～17：00
秋田県高度技術研究所、秋田火力発電所の見学

対象　小学３年生～中学生
�申　込 どちらも締切3月15日(木)、参加料500円
フェライト子ども科学館　�３２－３１５０

大内町から

長坂稲荷神社梵天奉納まつり
3月11日(日) 8：30～
大内町長坂　稲荷神社
8：30～　梵天コンクール
9：00～　梵天奉納合戦

大内町産業課商工観光係　�６５－２２１６

ナイタースノーボード大会
3月17日(土)

鳥海オコジョランドスキー場
16：30 選手受付
17：30 開会式
18：30 競技開始

申込締切　3月16日(金)、参加料1,000円
鳥海オコジョランドスキー場　�５８－２９３２

小
野
謙
太た

郎
く
ん

須
郷
田
（
晃
一
さ
ん
）

橋
　
啓
汰た

く
ん

十
二
ノ
前
（
京
一
さ
ん
）

橋
　
翔か

奈な

ち
ゃ
ん

舘
合
新
田
（
剛
さ
ん
）

加
藤
　
亜あ

実み

ち
ゃ
ん

横
渡
（
郁
子
さ
ん
）

横
山
　
竣
太
く
ん

向
田
（
慶
和
さ
ん
）

長
谷
山
和
史
く
ん

八
日
町
（
徳
保
さ
ん
）

小
松
　
正
美み

ち
ゃ
ん

田
代
（
正
行
さ
ん
）

小
松
　
葉は

月
ち
ゃ
ん

石
高
（
嘉
明
さ
ん
）

橋
　
省
吾
く
ん

舘
合
新
田
（
重
保
さ
ん
）

安
倍
　
　
翔
く
ん

家
ノ
下
（
正
さ
ん
）

～3歳児健診から～

小
松
　
実
莉
ち
ゃ
ん

宇
戸
坂
（
淳
さ
ん
）

むし歯のなかった子

には　　　マークが

ついています
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Ｑ．要介護認定の有効期限が近づいてきました。更新申請はどのようにすればよい
のでしょうか？

Ａ．要介護認定または要支援認定を受けている方は、認定有効期限が切れる前に更
新の申請をし、認定を受ける必要があります。有効期限が切れてしまうと、介護保険

のサービスが受けられないことがありますので注意してください。また更新の申請は、

有効期限の60日前から行えることになっており、申請の

手続きは、初回に行った手続と同様に役場窓口で行いま

す。

なお、有効期限が近づくと「更新のお知らせ」と「介

護保険申請書」が対象者に送付されますので、申請書と

被保険者証をもって役場窓口に提出してください。ケア

マネージャーが更新手続きの相談にのってくれますし、

手続きの代行なども行ってくれますので、分からないこ

とがあったら遠慮せず相談しましょう。

介護一口メモ
ケアマネージャー(介護支援専門員)は、介護

の知識と技術を持った専門家です。ケアプラン
(介護計画)を作成してくれるだけでなく、介護
や日常生活、悩みなどの相談にものってくれま
す。体が不自由になった高齢者の悩みや、介護
する家族の苦労は、他人にはなかなか解っても
らえません。そんなとき、身近に相談にのって
くれる専門家がいることはとても心強いことで
す。ホームドクターのように、信頼できるケア
マネージャーを選んでおくとよいでしょう。

（相談料は無料です） 問合せ　福祉課福祉係 �６９－２１１８

よりよき生活習慣で病気を予防する 

Vol
.9

「
ひ
じ
き
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
和
え
」（
４
人
前
）

《
材
料
》
（
大
…
…
大
さ
じ
、
小
…
…
小
さ
じ
）

ひ
じ
き
１
６
ｇ
、
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
４
０
ｇ
、
し
ょ
う
ゆ
小
２
杯
、
に
ん
に
く
２

０
ｇ
、
バ
ジ
ル
２
０
ｇ
、
和
風
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
小
１
０
杯
、
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ

(

さ
け
る
チ
ー
ズ)

６
０
ｇ
、
長
ね
ぎ
２
０
ｇ
、
な
す
８
０
ｇ
、
サ
ラ
ダ
油
小
３
杯
、

卵
１
０
０
ｇ(

Ｓ
２
個)

《
作
り
方
》

ひ
じ
き
は
も
ど
し
て
し
ょ
う
ゆ
で
下
味
を
つ
け
て
お
く
。
に
ん
に
く
は
み
じ
ん

切
り
、
バ
ジ
ル
の
葉
は
せ
ん
切
り
に
し
、
ひ
じ
き
と
混
ぜ
る
。
ナ
ス
は
５
ミ
リ
の

厚
さ
に
輪
切
り
に
し
、
塩
を
ふ
っ
て
ア
ク
を
と
る
。
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
は
食
べ
や

す
い
大
き
さ
に
切
り
、
チ
ー
ズ
は
裂
い
て
お
く
。
ネ
ギ
は
白
髪
ネ
ギ
切
り
に
す
る
。

フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
て
水
気
を
ふ
き
取
っ
た
ナ
ス
を
入
れ
、
少
し
焦
げ
目

が
つ
く
ま
で
焼
く
。
器
に
ひ
じ
き
、
ロ

ー
ス
ト
ビ
ー
フ
、
チ
ー
ズ
を
加
え
、
最

後
に
白
髪
ネ
ギ
と
ゆ
で
卵
を
か
ざ
り
、

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
か
け
る
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

ち
ょ
っ
と
贅
沢
な
献
立
で
す
が
、
ひ

じ
き
に
熱
を
加
え
ず
に
食
べ
る
と
こ
ろ

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
に
ん
に
く
や
バ
ジ

ル
の
香
り
が
食
欲
を
誘
い
、
と
て
も
お

い
し
く
い
た
だ
け
る
貧
血
予
防
の
一
品

で
す
。

（
小
松
保
健
婦
）

～1歳半児
健診から～

遠藤　　栞
しおり

ちゃん

家ノ下（卓哉さん）

小松　勝太
しょうた

くん

田代（正行さん）

横山　萌
もえ

華
か

ちゃん

向田（慶和さん）
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

幾
度
か
深
雪
に
語
る
身
の
細
り
　
　
　
　
秋
田
市
　
嵯
　
峨
　
義
　
之

親
の
恩
身
に
沁
む
日
々
の
冬
籠
　
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

一
と
山
の
捨
て
雪
流
る
憂
さ
の
せ
て
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

片
山
に
暈
の
し
か
け
て
寒
の
月
　
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

じ
じ
ば
ば
の
似
顔
絵
と
ど
く
四
温
か
な
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

白
鳥
の
首
に
絡
ま
る
川
の
風
　
　
　
　
　
家
ノ
下
　
小
　
松
　
正
　
昭

は
る
か
よ
り
救
急
車
の
笛
寒
昴
　
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

母
癒
え
ゆ
く
安
堵
焚
火
を
掻
き
た
た
す
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

野
兎
の
腸
煮
久
し
き
地
酒
汲
む
　
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

山
育
ち
な
れ
ば
飽
か
ず
よ
納
豆
汁
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

美
し
き
尾
を
引
く
雉
の
枯
木
中
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

節
太
る
軒
つ
ら
ら
ざ
っ
ぱ
汁
熱
し
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

ア
ル
バ
イ
ト
五
時
に
出
て
ゆ
く
冬
帽
子
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

二
月
早
や
躓
き
て
鳴
る
干
支
土
鈴
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

如
月
の
流
れ
ゆ
る
や
か
村
つ
な
ぐ
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

宿
な
し
の
猫
は
仔
猫
を
愛
し
め
り
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

ノ
ッ
ク
し
て
冬
の
金
魚
を
目
覚
め
さ
す
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

軒
つ
ら
ら
暗
き
に
動
く
牛
の
首
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

ひ
と
声
で
終
る
ぢ
い
様
の
鬼
や
ら
い
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

一
人
居
の
は
ず
む
電
話
に
春
浅
し
　
　
　
　
蔵
　
　
阿
　
部
　
澄
　
子

■
跡
継
ぎ
娘

和
牛
の
産
地
間
競
争
に
負
け
て
な
ら
じ

と
、町
で
は
た
く
さ
ん
の
手
立
て
を
し
た
。

平
成
四
年
に
始
め
た
「
優
良
系
統
牛
地
域

内
増
殖
対
策
事
業
」
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
っ

た
。
そ
れ
は
町
内
で
生
ま
れ
た
優
秀
な
血

統
、
健
康
、
容
姿
端
麗
（
頭
脳
明
晰
は
不

問
）
な
娘
牛
を
跡
継
ぎ
と
し
て
残
し
、
よ

い
子
牛
を
産
ま
せ
東
由
利
牛
の
声
価
を
高

め
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。

こ
の
跡
継
ぎ
娘
は
毎
月
の
審
査
委
員
会

で
、
そ
の
月
の
市
場
に
出
る
子
牛
の
中
か

ら
選
抜
し
た
。
生
産
者
代
表
の
審
査
委
員

に
、平
成
六
年
ま
で
が
佐
々
木
善
一
郎
、佐

藤
好
男
、小
松
芳
久
の
三
氏
、そ
れ
以
降
は

橋
重
四
郎
、佐
藤
謙
一
、鈴
木
博
の
三
氏

が
務
め
た
。
何
れ
も
牛
に
つ
い
て
は
一
家

言
の
あ
る
方
々
で
、
た
ま
に
委
員
会
に
姿

を
見
せ
る
、
こ
ち
ら
も
牛
に
詳
し
い
阿
部

町
長
を
交
え
、
他
の
委
員（
人
工
授
精
師
、

役
場
、農
協
の
担
当
者
）達
と
喧
々
諤
々
の

議
論
を
し
た
こ
と
も
あ
る
。

選
抜
は
、
書
類
審
査
で
パ
ス
し
た
牛
を

最終話「農　魂」 

鈴木龍太郎・文 

審
査
員
一
同
が
巡
回
し
て
個
体
審
査
し
、

三
頭
程
度
の
候
補
牛
を
選
ぶ
。
そ
し
て
市

場
の
比
較
審
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
原
則

と
し
て
一
頭
を
選
定
し
た
。

個
体
審
査
は
大
抵
十
数
頭
で
あ
る
が
、

二
十
頭
以
上
の
巡
回
だ
と
疲
れ
る
。
気
候

快
適
な
春
秋
は
勿
論
、
猛
暑
の
夏
も
、
厳

寒
の
冬
も
巡
回
し
た
。「
欠
か
す
こ
と
な

く
」
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
一
回
だ

け
巡
回
を
し
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
記

憶
で
は
平
成
九
年
の
冬
、
役
場
前
に
集
合

し
た
が
そ
の
日
は
朝
か
ら
の
猛
吹
雪
、
顔

も
上
げ
ら
れ
な
い
程
荒
れ
狂
っ
て
い
る
。

誰
か
が「
こ
れ
で
も
回
る
と
は
因
果
だ
ナ
」

と
弱
音
を
吐
く
と
、
い
つ
も
は
一
行
を
リ

ー
ド
す
る
生
産
者
代
表
の
某
氏
も
「
コ
レ

ダ
バ
な
ん
と
も
ナ
ラ
ネ
ナ
」と
賛
同
し
た
。

他
の
審
査
員
も
気
持
は
同
様
だ
か
ら
話
の

ま
と
ま
り
は
早
い
。
個
体
審
査
は
市
場
日

に
一
括
し
て
す
る
こ
と
に
し
、
そ
の
日
の

巡
回
は
中
止
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

選
抜
さ
れ
て
町
に
残
っ
た
娘
牛
は
、
私

の
辞
任
当
時
約
八
十
頭
い
た
が
、
今
頃
ど

う
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ど
れ
も
立
派
な

母
さ
ん
牛（
な
か
に
は
お
ば
あ
さ
ん
牛
）に

な
っ
て
、
そ
こ
の
家
の
役
に
立
ち
、
主
人

た
ち
に
可
愛
が
ら
れ
て
い
れ
ば
よ
い
が
。

と
こ
ろ
で
、家
畜
改
良
技
術
は
進
歩
し
、

受
精
卵
移
植
は
実
用
化
さ
れ
た
。
ク
ロ
ー

ン
家
畜
が
続
々
誕
生
し
、
ま
た
遺
伝
子
の

解
析
、
操
作
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
生

命
科
学
の
発
達
し
た
究
極
の
世
界
を
、
こ

の
軟
化
し
つ
つ
あ
る
脳
味
噌
で
は
想
像
で

き
な
い
が
、
人
間
の
知
恵
の
素
晴
ら
し
さ

と
そ
の
反
面
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
る
。

■
お
わ
り
に

編
集
者
を
悩
ま
す
駄
文
を
二
年
間
書
い

て
き
た
が
、
ま
だ
思
い
出
は
尽
き
な
い
。

例
え
ば
横
山
隆
一
氏
の
老
廃
牛
肥
育
、
遠

藤
正
輝
氏
の
肥
育
試
験
、
遠
藤
光
昭
氏
の

子
牛
の
骨
折
、
小
野
源
一
氏
に
協
力
を
頂

い
た
「
東
由
利
の
和
牛
を
語
る
会
」、
遠

藤
熊
雄
氏
の
故
郷
便
、
伊
東
隆
氏
の
牛
馬

図
、
放
牧
場
と
監
視
員
、
畜
産
を
支
え
て

下
さ
る
議
会
議
員
、
町
、
そ
し
て
農
業
関

係
団
体
の
方
々
、
苦
し
か
っ
た
こ
と
失
敗

し
た
こ
と
等
々
。

畜
産
は
今
、
足
ぶ
み
状
態
。
こ
れ
は
日

本
農
業
全
体
の
問
題
に
よ
る
。
経
済
効

率
、
市
場
原
理
と
称
す
る
魔
物
に
飲
み

込
ま
れ
た
日
本
農
業
は
、
史
上
最
大
の

試
練
に
さ
ら
さ
れ
、
国
の
食
糧
自
給
率

は
四
〇
％
と
な
っ
た
。
世
界
的
な
食
糧

難
が
来
る
と
の
国
連
報
告
が
あ
る
。
万

一
そ
う
な
っ
て
も
、
日
本
の
子
供
を
飢

え
に
泣
か
し
た
く
は
な
い
。
ま
た
五
十

年
前
、
戦
争
と
い
う
異
常
事
態
の
中
、

食
料
を
求
め
て
国
民
が
さ
ま
よ
い
歩
い

た
日
本
を
政
治
家
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
は
、「
食
糧
自

給
の
で
き
な
い
国
は
独
立
国
で
は
な
い
」

と
喝
破ぱ

し
た
。
社
会
は
農
業
の
大
切
さ

を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
農
業
に

携
わ
る
人
々
に
、
人
間
の
命
を
守
り
育

て
る
こ
と
を
誇
り
と
す
る
「
農
魂
」
を

忘
れ
る
な
、「
農
家
の
主
は
一
国
一
城
の

主
だ
」
と
い
う
気
概
と
力
を
取
り
戻
せ
、

と
時
代
遅
れ
の
男
は
叫
び
た
い
。

希
望
の
笑
顔
で
農
業
に
励
む
日
が
早
く

来
る
こ
と
と
、
そ
の
人
々
の
住
む
東
由
利

町
の
弥
栄
を
祈
り
な
が
ら
失
礼
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。
で
も
「
サ
ヨ
ナ
ラ
」
は
言
い

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
東
由
利

を
時
々
訪
ね
ま
す
か
ら
…
…



こ
の
ほ
ど
若
林
の
湯
で
町
の
林
業

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
鳥
海
森
林

保
全
セ
ン
タ
ー
（
代
表
小
番
正
裕
氏
）

主
催
で
、
県
指
導
林
家
、
素
材
生
産

業
者
、
林
業
経
営
者
、
森
林
組
合
、

農
林
事
務
所
、
役
場
な
ど
か
ら
関
係

者
十
名
が
集
い
、
経
営
状
況
の
意
見

交
換
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

素
材
生
産
業
者
か
ら
は
、
導
入
機

械
に
構
造
上
の
故
障
が
生
じ
た
の
で

導
入
に
は
性
能
を
吟
味
す
る
事
が
大

事
で
あ
る
こ
と
、
林
業
経
営
者
か
ら

は
、
木
材
価
格
が
下
落
す
る
一
方
で

賃
金
は
高
騰
し
所
得
が
半
減
、
経
営

が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
悩
み
、
緊

急
間
伐
実
施
事
業
で
は
、
間
伐
団
地

設
定
の
苦
労
や
搬
出
間
伐
材
が
補
助

基
準
に
適
合
し
な
く
て
困
っ
て
い
る

な
ど
の
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

県
指
導
林
家
の
佐
藤
彦
一
氏
（
皆

瀬
村
在
住
）
か
ら
は
、
木
材
低
価
格

の
現
状
で
収
入
を
得
る
た
め
に
は
高

密
度
の
作
業
道
の
整
備
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
経
営
指
針
は
長
伐
期
を
目

標
と
し
た
間
伐
実
施
、
ス
ギ
と
自
生

し
て
い
る
木
工
用
ミ
ズ
キ
、
キ
ハ
ダ

と
の
複
相
林
造
成
で
あ
る
な
ど
、
経

営
実
践
に
基
づ
い
た
話
が
あ
り
ま
し

た
。当

交
換
会
は
誠
に
有
意
義
な
会
で

し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
林
業
の
活
性

化
に
向
け
て
活
動
を
展
開
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
会
長
　
佐
藤
恒
悦
氏
）
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　林業 
 だより 

地
域
林
業
の

活
性
化

（乾燥材）

（乾燥材）

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材30cm上

24～28cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

4,200

常連の量産工場が14～22cmで量をまとめた以外は、数口
の取引。厳冬のせいか乾燥丸太が好値をつけた。

（
平
成
十
三
年
二
月
・
平
均
価
格
）

四
五
年
生
〜
五
五
年
生

四
五

ふ
る
や
の
も
り

む
か
し
む
か
し
、
あ
る
雨あ
ま

も
よ
う

の
晩
の
こ
と
で
し
た
。
古
ぼ
け
た
小

さ
な
一
軒
い
っ
け
ん
家や

で
爺
さ
ま
と
婆
さ
ま
が

話
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
婆
さ
ま
や
、
お
ら
ぁ
、
こ
の
世
で

一
番
お
っ
か
ね
ぇ

．
．
．
．
．

も
の
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
狼

お
お
か
みと
泥
棒
ど
ろ
ぼ
う
だ
な
あ
。」

「
爺
さ
ま
よ
、
も
っ
と
お
っ
か
ね
ぇ

も
の
は
よ
、
ふ
る
や
の
も
り

．
．
．
．
．
．

が
一
番

お
っ
か
ね
ぇ
な
あ
。」

「
ふ
る
や
の
も
り
が
ぁ
、
そ
り
ゃ
ほ

ん
と
だ
、
一
番
お
っ
か
ね
ぇ
…
…
」

「
爺
さ
ま
や
、
も
し
か
し
て
今
晩
あ

た
り
、
来
る
か
も
し
れ
な
い
な
ぁ
。」

ふ
る
や
の
も
り

．
．
．
．
．
．

と
は
、
古
い
家
の
雨

も
り
の
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
が
こ
の
と
き
、
鶏

に
わ
と
りを
盗
み

に
や
っ
て
来
た
狼
が
小
屋
に
忍
び
込

ん
で
い
ま
し
た
が
、こ
の
話
を
聞
い
て

ぶ
る
ぶ
る
っ
と
震ふ

る

え
だ
し
ま
し
た
。

「
ふ
る
や
の
も
り
っ
て
、
ど
ん
な
お

っ
か
ね
ぇ
も
の
だ
ろ
う
。
今
晩
あ
た

り
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
言
っ
て
い

た
が
、
こ
り
ゃ
山
に
戻も

ど

っ
た
方
が
よ

さ
そ
う
だ
な
…
…
」

狼
が
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た

と
き
で
す
。
も
う
一
人
、
馬
を
盗
も

う
と
忍
び
込
ん
で
い
た
泥
棒
が
い

て
、
狼
を
馬
と
間
違
え
、
馬
小
屋
の

ハ
リ
か
ら
飛
び
か
か
っ
た
の
で
し

た
。
狼
は
い
き
な
り
背
中
に
飛
び
乗

ら
れ
て
び
っ
く
り
ぎ
ょ
う
て
ん
。
て

っ
き
り
ふ
る
や
の
も
り
に
お
そ
わ
れ

た
と
思
い
、
無む

我が

夢
中
む
ち
ゅ
う

で
走
り
出
し

ま
し
た
。
泥
棒
の
ほ
う
は
、
せ
っ
か

く
つ
か
ま
え
た
馬
を
は
な
し
て
な
る

も
の
か
と
、
必ひ

っ

死し

で
し
が
み
つ
い
て

い
ま
す
。

い
つ
し
か
雨
も
よ
う
の
夜
空
に
月

が
顔
を
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
な
に

し
ろ
夢
中
で
狼
も
泥
棒
も
相
手
の
姿

が
見
え
ま
せ
ん
。
狼
は
山
の
中
に
入

る
と
、
大
き
な
穴
の
前
で
ぶ
る
ん
っ

と
体
を
振
り
、
穴
の
中
に
馬
泥
棒
を

や
っ
と
振
り
落
と
し
ま
し
た
。
そ
し

て
狼
は
自
慢
そ
う
に
「
ふ
る
や
の
も

り
を
や
っ
つ
け
た
ぞ
ぉ
」
と
、
大
声

で
叫
ぶ
の
で
し
た
。

す
る
と
、
近
く
の
木
で
こ
れ
を
見

て
い
た
猿さ

る

が
、
「
ひ
と

つ
穴
か
ら
引

き
上
げ
て
、

ふ
る
や
の
も

り
の
正
体
を

見
て
や
ろ

う
」
と
、
下

り
て
き
て
長

い
し
っ
ぽ
を

穴
に
た
れ
ま

し
た
。

穴
の
中
の

泥
棒
は
こ
れ

を
見
つ
け
る

と
、
助
け
の

縄な
わ

と
喜
び
、

猿
の
し
っ
ぽ
を
つ
か
み
よ
じ
登
ろ
う

と
し
ま
す
。
猿
は
あ
ま
り
の
重
さ
に

「
ふ
る
や
の
も
り
に
引
き
ず
り
お
ろ

さ
れ
て
喰
わ
れ
て
は
大
変
」
と
怖
く

な
り
、
あ
り
っ
た
け
の
力
で
ふ
ん
ば

り
ま
す
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に

「
ぷ
つ
ん
」
と
し
っ
ぽ
が
切
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

「
あ
い
た
っ
！
ふ
る
や
の
も
り
に
や

ら
れ
た
あ
っ
！
」

猿
は
顔
も
尻
も
真ま

っ
赤か

に
し
て
泣
き

ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
狼
は
怖
く

な
り
、
い
ち
も
く
さ
ん
に
山
奥
へ
逃

げ
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
猿

の
顔
と
お
尻
は
赤
く
な
り
、
し
っ
ぽ

も
短
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

3,800
4,200～4,250

二
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
52
31
83

平均体重
279kg
300kg
287kg

平均価格
447,320円
331,766円
404,161円

kg当単価
1,389円
1,136円
1,307円

去　勢
雌

金　額
593,250円
428,400円

父
美津福
北国7の8

母の父
宮 桜
福谷1

母の祖父
福谷1
益 美



住民基本台帳 

男（人） 

女（人） 

計（人） 

世帯数（戸） 

月末人口 前月比 

2,469 

2,618 

5,087 

1,390

2 

－3 

－1 

1

 

出生（人） 

死亡（人） 

転入（人） 

転出（人） 

月間異動人数 1月からの累計 

5 

5 

3 

4

5 

5 

3 

4

消防・交通 

火災出動（件） 

救急出動（件） 

交通事故（件） 

死亡（人） 

傷者（人） 

飲酒運転（件） 

酒気帯び（件） 

1 

20 

0 

0 

0 

0 

0

1 

20 

0 

0 

0 

0 

0

月　間 
発生数 

1月から 
の累計  
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日
本
全
土
と
い
う
よ
り
、
世
界
中
の
ほ
と
ん
ど
の
国
に
あ
る
と

い
う
程
広
く
分
布
し
て
い
る
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の
多
年
草
で
す
。

茎
は
地
を
這
っ
て
の
び
、
葉
の
わ
き
か
ら
長
い
柄
を
出
し
て
、
先

端
に
白
色
の
蝶
形
花
を
つ

け
ま
す
。花
序
は
球
形
で
、

葉
は
１
〜
３
セ
ン
チ
く
ら

い
の
倒
卵
形
か
倒
心
形
の

３
小
葉
で
す
が
、
ま
れ
に

四
つ
葉
の
も
の
が
あ
っ
て

喜
ば
れ
ま
す
。
小
葉
に
は

不
規
則
な
白
い
紋
が
あ
り

ま
す
。
和
名
「
白
詰
草
」

は
、
江
戸
時
代
、
ガ
ラ
ス

器
具
な
ど
を
送
る
と
き
割

れ
な
い
よ
う
に
、
詰
め
も

の
と
し
て
こ
の
草
を
使
っ

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

４� パークゴルフ研修
(公民館：宮城県田尻町)

６� 議会定例会
予防接種(個別･麻疹)

８� スポーツ賞･芸術文化賞表
彰式
乳児健診

10� 東由利中学校卒業式
13� 予防接種(個別･三混)
16� 高瀬小学校卒業式
17� 八塩小学校卒業式

大琴小学校卒業式
20� 春分の日
21� 健康大学
22� 機能訓練教室
22～29 東由利中学校海外研修

(2年生：アメリカ)
24� 永慶保育園卒園式
27� 献血
28� みどり保育園卒園式
4/４　小学校入学式(町内三校)
4/５　東由利中学校入学式

東
由
利 

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ

（
マ
メ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
後
田
七
〇
番
地
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所
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社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
よ

り
ご
芳
志
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
前
号
に

お
い
て
、
ご
芳
志
を
く
だ
さ
っ
た

方
々
の
敬
称
が
落
ち
て
お
り
ま
し

た
の
で
お
詫
び
し
ま
す
。

佐
藤
文
十
郎
さ
ん
（
黒
渕
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

●東由利町ホームページ　　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

｢雪ものがたり2001｣の会場近くの旧電話交

換局の建物です。屋根から下がったつららがこ

んなに大きくなって地面まで届いていました。

豪雪と冬の厳しさが感じられますが、冬のまつ

りにだけは恵みの雪でした。

（広報担当）

〈1／1～31〉

（ ）は前月比

平成12年度もあとひと月となりました。公
務員の仕事は4月から3月までが1年となりま
すので、仕事の上では3月に大晦日(？)を迎え
ることになります。12月の暮れには、自分の
生活や人生について反省や抱負を持ちました
が、今月は仕事について、やはり1年の反省
と、新年度の構想などを考えています。
今年度もいろいろなことがありました。学

校を卒業してからは、自分の成長は自分で確
認していかなくてはなりません。前年の自分
より、もっとモノ知りで、もっと頼りがいの
ある自分になるように努力をしていきたいも
のです。

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
１
月
21
日
〜
２
月
20
日
届
出
）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

１
／13
畑
　
山
　
聖ま

咲さ
き

ち
ゃ
ん〈
裕
　
司
〉

島

雅
　
恵

１
／19
長
谷
山
　
優ゆ

う

慈じ

く
ん
〈
新
　
一
〉
地
下
ノ
沢

麻
　
美

１
／20
渡
　
辺
　
珠じ

ゅ

帆ほ

ち
ゃ
ん〈
慎
　
也
〉
黒
　
渕

貴
　
子

１
／27
遠
　
藤
　
幸こ

う

太た

く
ん
〈
和
　
幸
〉
小
　
倉

玲
　
子

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

１
／21

キ
ク
ヱ
さ
ん
（
92
）
次
　
男
・
母
・
舘
合
新
田

１
／27
佐
藤
　
タ
エ
さ
ん
（
68
）
文
十
郎
・
妻
・
黒
　
渕

１
／28
畠
山
ハ
ツ
エ
さ
ん
（
88
）
遠
藤
サ
ト
・
母
・
東
光
苑(
宿)

１
／30
佐
藤
　
佐
市
さ
ん
（
75
）
キ
　
ヨ
・
夫
・
新
　
町

２
／20
工
藤
　
美
重
さ
ん
（
73
）
貞
　
子
・
夫
・
野
　
田


